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What is SVP？

ＳＶＰは半世紀以上の歴史を誇る世界最大級のビジネス情報コンサルティング・ファームです。
1935年、ビジネス情報を必要なときに電話1本で聞ける会員制のサービスとしてフランスで生
まれました。その後、日本、アメリカ、ドイツなど40カ国以上にネットワークを広げ、今日で
は11000社の企業にご利用いただいております。

貴社の会員番号は　　　　　　　　　　　　　です。

調査ご依頼の際は、必ずお知らせください。
ご契約期間は　　　　　　　　　　　から1年間です。
ご継続の場合は1年間の自動更新とし、以後も同様とします。

＊所　在　地　　�〒103-0014　東京都中央区日本橋蛎殻町1－38－9　宮前ビル

＊代表取締役�　　小笠原 忠明

＊設　　　立�　　1974年7月1日

＊資　本　金�　　6,520万円

＊株　　　主�　　ＳＶＰインターナショナル、ＳＶＰフランス

＊会 社 略 歴�　　1974年7月　日経ＳＶＰ設立�

　　　　　　　　 1989年4月　ＳＶＰジャパンに社名変更

ＳＶＰジャパン会社案内
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１．受付時間と受付番号

＊受付時間�　　　　午前９～１８時(ノン・ストップ)

＊受付番号 　電話：０３－３２４９－０８５５(会員専用)

　　　　　 　FAX：０３－３２４９－０８４０

　　　　　 　E-mail：svp@svpjapan.com
　　　　　　　　　　　　　メールでの調査依頼は上記アドレスをクリックしてください。

　　　　　　　　　　　　　注) 会員番号、電話番号、既にお調べの情報源は必ずご記入ください。
　

　　　　総務・経理　電話：０３－３２４９－０７７１
　　　　営業開発　　電話：０３－３２４９－０７３３

 会社・サービスのご案内はHPでもご覧になれます。http://www.svpjapan.com

２．クイックとプロジェクト

クイック・コンサルティング＆リサーチ(クイック)は、ＳＶＰの核となるサービスで、ご依頼に

対して２時間を目安に調査を行い、その結果を通常48時間以内(国内調査)に最終報告あるいは途

中経過報告することを原則としています。これは、(1)48時間以内には情報入手の有無が確認で

きる。(2)スピーディーな対応を心がけ、費用を極力抑えるために設定しているクイックのルー

ルです。従って、クイックの特長は必要なビジネス情報を短時間に、しかも低料金で入手できる

点にあります。この調査が全体の90％を占めます。

プロジェクト・リサーチは、クイックではカバーできない広範・詳細な調査、データ収集並びに

フェイス･トゥ･フェイス･インタビューを含めたマーケット調査を行うサービスです。十分打ち

合わせの上、お見積もりいたします。費用は年間会員費とは別枠になります。
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３．ご依頼からご報告までの流れ

調査・コンサルティングを担当するコンサルティング・センターは５つのグループ・分野に分か
れており、ご依頼の内容により担当するグループが代わります。

I.　ご依頼
　電�話・・・・・・・内容をお聞きし担当グループにお回しします。
　E-mail、Fax ・・・センター到着後、担当者から内容確認のご連絡をします。

(1)企業・財務グループ　　　(2)化学・食品グループ　　　　(3)情報・通信・ITグループ　

(4)サービス・流通グループ　(5)セントラルサーチグループ

II．初期コンサルティング
　情報収集の目的やその背景、またすでにチェックされた情報源をお聞きし、より適切な
　情報の利用についてコンサルティングいたします。

III．リサーチ
　ＳＶＰ情報源ＤＢ、データベース、外部情報源、電話取材、ＳＶＰグローバル・ネットワーク
　などの情報源とノウハウを駆使し、短時間、低コストで必要な情報を入手します。

IV．ご報告
　調査の結果または経過をご報告します。報告書・資料はE-mail、Fax、郵便でお届けします。
　なお、著作権上、オリジナル・リポートを除きE-mailでの送信は認められていません
　ので、あらかじめご了承ください。

●このエリアをクリックすると、報告書のサンプルがご覧いただけます。
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４．ＳＶＰグローバル・ネットワーク

世界４０カ国で構成されるＳＶＰネットワークを利用し世界各地の最新ビジネス情報を収集しま
す。料金はクイックで通常１カ国２～３万円。調査日数は簡単なもので２～３日、相手先企業へ
の提供依頼が必要なもので１～２週間が目安です。

５．カタログ・サンプルの取り寄せ

国内外の会社パンフレット、商品カタログ、商品サンプルなど形になった情報も入手します。

注）特別なルートで流通されている製品、また食品、医薬品、化学品などについては通関の関係上、入手できない

　　ことがあります。　　　　　　　　　　　　　　　

６．ウオッチング・サービス

あるテーマの情報を定期的にウオッチングします。一度ご登録いただければ、必要なときに必要
な情報をお届けします。登録料は１テーマ3,000円です。

７．料金システム

(A)会員費　  �最低年間５０万円(税別)
(B)会員費に含まれるサービス(クイックの範囲)
��

��������(1)情報収集に関するコンサルティング���������  �(6)カタログ・資料入手の手配

��������(2)ＳＶＰ社内資料の検索及びコピー費用������　(7)情報の加工作業

��������(3)外部情報源への電話インタビュー����������   ��(8)報告書の作成

��������(4)外部ライブラリーへ出向いての調査��������  ��(9)ＳＶＰかわら版（省庁発表資料）

��������(5)データベース・インターネットの検索技術

(C)会員費外にかかる費用（別途ご請求）        
��������(1)データベース使用料����������������������         ��(6)ＳＶＰグローバル･ネットワーク利用料

��������(2)記事コピー代金��������������������������           ��(7)ウオッチング・サービス登録料

��������(3)定型企業財務データ代金�����������������       ���(8)プロジェクト･リサーチ料金

��������(4)書籍類などの資料購入代金��������������       ���(9)送料

��������(5)外部ライブラリーでの資料コピー代金

※費用は、月毎に集計しご利用明細書を付け窓口の方へご請求します。(月末締め、翌月10日請求)

 　なお、事前に費用がお知りになりたい方は、担当コンサルタントへお尋ねください。　
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(D) 次年度の会員費改定

ＳＶＰでは会員の皆様のご利用実績(利用度)を基に次年度の利用度を推計し、それが極めて高い
場合には会員費を改定しています。利用度は会員費に含まれるサービスを、その難易度や費やし
た時間に応じて算出します。具体的には、9ヶ月間の実績を基準に年間の利用度を推計します。
会員費改定が必要な場合は、会期の途中で営業担当者よりご相談させていただきます。

ＳＶＰでは調査終了時点で、その結果に対する皆様のご評価、ご意見をお伺いするためにQGシ
ート(品質保証書)をお送りしています。もしも調査結果、スピード、コンサルタントの対応のい
ずれかでもご不満があれば、発生した料金はすべて無料とし可能な限り再調査も行います。

８．QGシート(品質保証書)

コンサルタント一同、皆様からのご依頼をお待ちしています。

料金表(会員費外にかかる費用)

(1)データベース (2)記事コピー

●国内

●海外

注）金額は標準的なものであり、検索内容によっては
　　費用に変動が生じますのでご了承ください。

●日経４紙

記事検索

企業情報

その他

その他

ダンレポート

記事検索

企業情報

１テーマ

１テーマ

１テーマ

１テーマ

１社

１社

１社

2～5,000円

5,000～6,000円

 5,000～15,000円

2～5,000円

2～3,000円

  14,000～28,000円

5,000～15,000円

(3)財務データなどの定型商品

日経NEEDS財務データ

信用調査リポート

米国企業アニュアル・リポート

SECリポート

(8)プロジェクト・リサーチ
別途お見積もりいたします。

1年5社

1社

1社1期

10-K1社1期

10-Q1社1期

10,000円

15,000～33,000円

4,600円

6,400円

3,300円

記事本文の打ち出し

紙面コピー

記事抄録の打ち出し

●THE NIKKEI WEEKLY

記事本文の打ち出し

紙面コピー

●日経グループの雑誌

10ページまで3,000円/件、以後1ページ毎300円

●その他の新聞・雑誌

注）著作権上お出しできないものがあります。

(4)書籍類などの資料購入費

(5)外部での資料コピー代金

(6)SVPグローバル・ネットワーク利用料

(7)ウオッチング・サービス(定期調査)

(9)送料
ファクシミリ

郵便・宅配便

1件

1件

1件

1件

1件

250円

400円

150円

250円

1,500円

1件 1,000円より

実費

実費

実費

1枚 100円

1カ国1テーマ

登録料1テーマ3,000円(初回のみ)

20,000円～30,000円

SVP JAPAN Co.,Ltd



　　　報　　告　　書 　　
平成○年○月○日

○○○株式会社

経営企画部

○○様

株式会社 SVP ジャパン

担当：○○

Ⅰ．調査テーマ 　

点字ブロックの市場規模と法的基準について

Ⅱ．情　報　源 　

_ SVP　D&B ： 2001 建設資材データベース（経済調査会）

建材年報 2000（特集社）

用途別建築法規・申請届出 99（建築知識）

建設産業団体要覧 H10（清文社）

共用品白書 2000（共用品推進機構）

数字でみる鉄道（旧・運輸省）

_ インターネット：建設工業調査会ホームページ　(http://www.kenkocho.co.jp/ )

(http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/ )

○○研究所マーケットレポートサイト検索

_ データベース ：日経テレコン
　（日経アーキテクチュア・日経コンストラクション他検索）

_ 外部取材先 ：建設工業調査会（045-716-1001）

安全交通試験研究センター（086-223-1711）

国土交通省総合政策局交通消費者行政課(03-5253-8111)

東京都福祉局まちづくり整備課(03-5321-1111)

点字ブロックメーカー A 社

Ⅲ．報告内容

ご依頼のテーマについて上記情報源のチェック及び電話による取材を行いました。

以下にご報告いたします。

１．市場規模

建設工業調査会では各種建材・工法の市場調査をしています。同調査会によると、

点字ブロックの市場規模は　年２５億円・３０万㎡（販売高）　となっております。

以下の URL でご覧になれます。

  建設工業調査会：ベース設計資料　＜商品名総索引＞キーワード検索

　　　http://www.kenkocho.co.jp/html/ss_top_f.html

　　　　上記キーワード検索の（１）品目・製品項目名の部分で「点字ブロック」と

　　　　入力すると、市場規模・主要メーカーリストを見ることができます。

建設工業調査会に最近の動向を尋ねたところ、「点字ブロック市場としては約３年前に

ピークを迎えているが、今後交通バリアフリー法の影響で施工面積は増えるであろう」

国土交通省総合政策局ホームページ



　とのことです。

　なお、身障者用設備：誘導ブロックを設置している駅施設は以下の通りです。

平成８年度 平成９年度 平成１０年度

JR 各社合計 2,658 2,696 2,821

大手民鉄１５社合計 1,721 1,721 1,729

地下鉄合計 493 515 517

     出典：「数字でみる鉄道 98－2000」（旧・運輸省）

２．法的基準

点字ブロック大手メーカー、安全交通試験研究センター、及び東京都福祉局まちづく

り整備課に電話取材したところ、ハートビル法・福祉のまちづくり条例以外では次のよ

うな関連法規があることが分かりました。

・「交通バリアフリー法」

平成１２年５月に高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の利便性

及び安全性の向上を促進するために制定された法律です。

以下のサイトで法律の概要・施行規則・基準がご覧になれます。

 http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrier/mokuji_.html

        *“基準”の部分で平成１２年１１月１日付け官報掲載の国土交通省省令「移動

円滑化のために必要な旅客施設及び車両等の構造及び設備に関する基準」がご覧

になれます。

第二章 第二節　第二款　通路等　部分に“視覚障害者誘導等ブロック等”とい

う箇所があります。

より詳細なガイドラインが来月にも国土交通省より公表される予定です。

・ 「視覚障害者誘導用ブロック設置指針」

旧・建設省が昭和６０年に制定した指針で以下の URL でご覧になれます。

　　http://www.hozen.or.jp/road/kijyun/bunya06.html

道路技術分野の指針一覧のページで最下段をご覧下さい。

３．添付資料

日本道路協会より「視覚障害者誘導用ブロック設置指針・同解説」を入手しましたの

で、別便でお送りします。

４．本調査について

より詳細な市場情報をお知りになりたい場合は、当社のプロジェクト・リサーチをお

勧めします。お見積もりいたしますので、お申し付けください。

以上

元のページに戻る
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